第2回学術会議シンポジウム「天文学・宇宙物理学の展望―長期計画の策定へ向けて」概要
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【講演者名（所属）】黒田和明（東京大学宇宙線研究所）

	【プロジェクトの概略】
強い重力場のもとで発生する重力波を長基線のレーザー干渉計によって直接検出することによって、太陽系のように弱い重力場でしか検証されていないEinsteinの一般相対性理論の検証を行う。重力波が検出されるようになれば、ガンマ線バーストなどの解明が進むとともに重力波でしか捉えられない天体の観測を通して重力波天文学を実現する。1990年代から大型レーザー干渉計の建設が世界で開始され、現在までに300m基線長のTAMA、600m基線長のGEO、3km基線長のVirgo、4km基線長のLIGOの干渉計が完成し、長期観測を行ってきた。しかしながら、主となるターゲットである連星中性子星合体の発生頻度が一つの銀河あたり10万年に１回程度と評価されているのでより遠くのイベントが観測できる検出器の開発を待たなければ現実の検出は困難である。このため、LIGOではAdvanced LIGO、VirgoではAdvanced Virgoなどのより高感度な検出器の開発・建設が企画され、LIGOではすでに建設が開始された。LCGT計画は、これらと同程度かそれ以上の感度を有し、日本独自の低温鏡を用い、世界で初めて地下（神岡）に設置する干渉計であり、Advanced LIGOの観測予定の2015年に遅れないように建設する。初検出の後には、国際観測網の拠点として重力波天文学を主体的に推進する。これまで、重点領域研究、新プロによる研究、特定領域の研究など１５余年にわたり、技術開発を進めてきており、LCGTを実現する技術的基礎は確立している。
LCGT計画は、宇宙線研究所、国立天文台、KEKの3機関による覚書きにより、宇宙線研究所をホスト機関として国内の重力波研究者を結集して推進する。国内の共同研究者数は５７名、その所属機関・大学研究科の数は１７、海外の共同研究者数は２９名でその所属機関・研究科数は１５である。KEKグループは建設経費に占める割合が最大の真空装置ならびに次に大きい冷凍機を含む低温クライオスタット・懸架系を担当し、国立天文台グループは東大理物理グループとともに干渉計の設計・製作およびその制御系を担当する。宇宙線研は施設整備を担うとともに計画推進の全責任を負う。予算化が認められ、建設が開始されることになれば、国内だけでなく海外のプロジェクトで雇われている日本人PD研究者も呼び戻し体制を更に強化する。海外のプロジェクトの代表（LIGO、GEO、Virgo、AIGO）はマンパワー供与・技術協力（GEOグループは物品の供与を含めた援助）を約束している。
　　予算総額は、建設経費として１５５億円を計上し、東京大学から平成２１年度概算要求として文部科学省に提出される予定である。本計画は宇宙線研究者コミュニティから支持された、宇宙線研究所の最優先の将来計画である。計画着手から３年でトンネル掘削・整備が完了し、着手から５年で干渉計のインストールまで完了し、その後の２年間で感度出し作業を行った後、観測を開始する。
重力波天文学実現のためには地上に３つの拠点となる観測施設が必須であり、米欧のAdvanced LIGO, Advanced Virgo計画に加えて日本のLCGT計画がタイムリーに実現されることが国際重力波研究者コミュニティのもとで渇望されており、国際重力波委員会（GWIC）でLCGT支援の声明が出されている。



